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　馬越　健、近藤　雅義、菅　秀臣

参加者 参加者
　角野校区推進員　岡田 　菅　秀臣

・ ＨＵＧ研修の感想
・ 情報が多くて対応が遅れることが多かった。
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研　修
団体名

研　修
場　所

令和5 年１１月１９日

研　修
目　的

令和５年１１月１９日 日曜日
９時００分

～１２時００分

住  所

　角野新田自治会館　２階会議室

電話　新居浜市角野新田町2丁目6-3

研　修
対象者

訓練等指導報告

角野新田自治会

研　修
日　時

事前打合せ

　角野新田自治会会員 28人

　森野　重明

研修
人数

ファシリ
テータ

普段避難する事はないし、避難者としても自分たちで考えて行動するという考えもなかったが、実際に避難した場
合は自分たちでも考える必要があるということがわかった。

令和５年１１月０８日 水曜日

講師

　自治会会員に避難所運営ゲームの研修を行う。

研修者

訓練等指導報告

場　所１９時００分～２０時００分

いつ起こるかわからない災害について色々教えてもらい大変参考になりました。今後も研修会を開いていただき勉
強をしていきたいと思います。

次から次に来る情報にあたふたしました。平和ボケというか実感がないので本当に大変だと思います。リーダーを
決め分担を決め対処していくことが大切だと思います。何もできないのですが、素直に指示に従っていこうと思い
ます。沢山の人に勉強をしてもらいたいと思います。

日　時 　メール及び電話にて打合せ

対策本部は連合自治会で立ち上げてもらわないと誰でもできるものではない。今後も折に触れ訓練には参加をした
い。

ﾈｯﾄﾜｰｸ

上手に振り分けができてとてもよかった。たばこの人やアレルギーがあることを考えての振り分けがとても難し
かった。

はじめての参加でした。よい訓練になりました。現実はもっと大変なことになるものと思います。リアルに想像す
ることが難しかった。いろんな視点で考えさせられました。
避難されてくる人が次から次へと来られるため、想定される避難場所の振り分けの準備がいかに大事かを痛感しま
した。普段より考えて行動します。
今回参加させていただき大変勉強になりました。今まではＴＶ等で災害現場をみて大変だろうなと人ごとでした
が、今回の参加でもっと勉強していきたいと思いました。
本部・受付の対応次第でスムーズな運営になるか否が決まると思ったが、普段からトレーニングが必要と痛感し
た。本訓練の条件を最初に提示してくれていればもう少し戸惑うがなかったかもしれない。

読み上げが終わっただけでなく、自分たちがとった対応はどうだったかを検討されている班もあり充実した研修であっ
た。

講師寸評
こういう訓練をやることは中々なくて非常に新鮮な研修だったと思います。実際にやってみて、まず、短時間で沢
山の情報が入ってくるということに対して、その瞬間でいろいろ判断したり場所を決めたりということが非常に大
変だという事がわかりました。

入り口に近いところを確保するようにしました。山根がちょうど県の防災倉庫とかもあるけれども、何かあった時
に新居浜に物資が来るときには先に山根となります。通知という形になりますけども、陸路が地震とかだったら寸
断される可能性がある。その点では山根グランドがヘリポートになっている。

今日の防災研修大変勉強になりました。日頃他人ごとのようにあまり気にしていませんでしたが、今日出席してよ
かったと思います。
こんなに色々な事があるということを改めて思い直し、パニックにならないように落ち着いて行動しようと思いま
す。
情報が多くて整理することが難しかった。細かなことを考えながら沢山の人を体育館や各教室に入れるのは難し
かった。

校区の防災会が充実されていることもあり、参加者の中には防災用品の収納場所や数など把握されている方もおられＨ
ＵＧの中でも積極的に参加されていた。

３つの班、それぞれで通路の確保や運動場の駐車スペースをよく検討されていた。また、すべてのカードを時間内に読
み上げられていた。


